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（要領第５条第１項関係）

秋田市建設工事検査基準
１．土木工事
（１）基本事項
工 種 別 検 査 実 施 内 容 検 査 の 方 法
１．一般共通 １．延長 起終点もしくは適宜抽出した各測点間について検測す

るほか、施工管理資料による。

． 、 、 、 、２ 幅員 法長 法勾配 各測点または適宜抽出した測点について検測するほか
高さ、深さ 施工管理資料による。

３．基準高、縦横断、 ( )基準高（工事施工基準高＝Ｂ・Ｍまたは仮Ｂ・Ｍ高1

勾配 さを含む）は、必要あると認めたとき検測する。
、 、 、( )縦断 横断 勾配は必要に応じて適宜検測するほか2

施工管理資料による。

４．平面線形 計画中心線を基準に各法線を見通し、特に曲線部取合
せ法線を確認する。

５．主要資材 規格、品質、数量等を写真ならびに関係書類、その他
必要に応じて検測、あるいは試験により判定する。

６．構造物 ( )位置、規格、寸法、品質等1

( )ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の強度確認は施工管理資料によるほ2

か、ｼｭﾐｯﾄﾊﾝﾏｰその他の方法で表面強度を確認するとと
もに、必要に応じてコアー採取による圧縮強度試験あ
るいはｺﾝｸﾘｰﾄの填充程度等の水密性を注水試験によっ
て確認する。
なお、重要構造物の鉄筋、鉄骨、Ｐ・Ｃ鋼材等の配

筋、配置等については中間検査および施工管理資料に
よる。

、７．埋設構造物 埋設構造物は中間検査および施工管理資料によるほか
必要がある場合は掘削により検測する。

８．基礎工 中間検査によるほか施工管理資料により確認する。

９．建設廃棄物および残 処理状況資料および必要に応じて処理場所等を確認す
土処分 る。

．跡片付け 跡片付けは完全に行われているかを確認する。10 .
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（２）出来形検査
工 種 別 検 査 項 目 検 査 実 施 内 容 検 査 抽 出 基 準
１．土工

１－１ 一般土工 基準高、断面、延長 規模等を考慮して必要に応じて適
宜検測する。

１－２ 道路土工 基準高 巾員 法長 法勾配 施工延長 ｍ未満は３ヶ所以上、 、 、 、 300

延長 施工延長 ｍ以上は ｍに付300 100

き１ケ所以上

１－３ 河川土工 基準高(天端 河床) 天端巾 １－２に準ずる。、 、 、
河道巾、法長、法勾配、延長

２．基礎工
２－１ 直接基礎 基準高、巾、延長、地層対比 施工管理資料によるほか一構造物

について１ケ所以上

２－２ 砕石基礎等 基準高、巾、厚さ、延長

２－３ 既成杭基礎 基準高、中心間隔(偏心)、
傾斜度、杭頭処理

３．矢板工 基準高、長さ、横方向(中心 １工事３ヶ所以上
(鋼矢板、ｺﾝｸﾘｰﾄ 線のズレ)、矢板法線方向の
矢板等) 傾斜、数量

４．排水工 側溝、開渠、 基準高のある場合は基準高、 施工延長 ｍ未満のものは２ヶ100

暗渠、 規格、寸法、布設状況、延長 所以上、施工延長 ｍ以上のも100

のは ｍにつき１ヶ所以上50

５．法覆工
５－１ 石積、ﾌﾞﾛｯｸ積 基準高 天端巾 厚さ(裏込) 施工延長 ｍ未満のものは２ヶ、 、 、 100

(張)工 法長、法勾配、延長、 所以上、施工延長 ｍ以上のも100

のは ｍにつき１ヶ所以上。裏50

込ｺﾝｸﾘｰﾄおよび砕石は につ300�
き２ヶ所以上

５－２ 連結ﾌﾞﾛｯｸ工 基準高 ﾏｯﾄ重ね合わせ長さ 施工延長 ｍ未満のものは２ヶ、 、 100

延長、鉄筋、溶接長、径 所以上、施工延長 ｍ以上のも100

のは ｍにつき１ヶ所以上、ﾏｯﾄ50

重ね合せ、溶接長さは につ300�
き２ヶ所以上

５－３ 篭工および枠工 基準高、長さ、巾、厚さ、 施工延長 ｍ未満のものは２ヶ50

網目、鉄線径、詰石寸法、 所以上、施工延長 ｍ以上のも50

法勾配、延長 のは ｍにつき１ヶ所以上25



- 3 -

工 種 別 検 査 項 目 検 査 実 施 内 容 検 査 抽 出 基 準
５－４ 吹付工 延長、法長、厚さ、浮き(ラ ( ) に準ずる。1 1-2

(ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾓﾙﾀﾙ ス張等、材料、規格、寸法検 ( )厚さ検測は のもの、 ） 2 300 �未満
�以上のもの測は中間検査時点に行う) は ヶ所以上、2 300

につき１ヶ所以上は �100

５－５ 芝工 延長、法長、法勾配、被覆土 ( ) に準ずる。1 1-2

(吹付、植生工) 厚、目串 ( )泥吹付、植生工は に準ず2 5-4

る。

６．ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 基準高、巾、厚さ、高さ、 同種構造物については、施工延長
工 法勾配、延長 ｍ未満のものは２ヶ所以上、50

(護岸、堤防) 施工延長 ｍ以上は ｍにつき50 25

１ヶ所以上

７．樋門工 基準高、巾、長さ、高さ、 樋門は本体部、呑口、吐口部につ
(函渠、開渠等) 延長 き任意の部分。函渠、開渠は同種

構造物ごとに任意の部分につき２
ヶ所以上

８．根固工
(護岸工、護床工
等)

８－１ 制作 長さ、巾、厚さ 同種構造物につき１個以上

８－２ 据付 基準高、巾、厚さ、法勾配、 施工延長 ｍ未満のものは２ヶ50

延長、 所以上、施工延長 ｍ以上のも50

のは ｍにつき１ヶ所以上25

１異形ﾌﾞﾛｯｸ据付状況留意事項※
( )かみ合せの良否1

( )局部的な空白の有無2

( )標準断面と全体の外観3

護床工の場合は施工面積に応※２
じて適宜検測する。

９．堰提工 基準高、巾、厚さ、高さ、 同種構造物適宜検測
(頭首工、床固工 勾配、延長、通水断面 各構造物につき３ヶ所以上
等)

．橋梁工10

－１ 下部工 基準高、巾、高さ、径間長、 径間長は各径間ごとに、その他は10

法線、斜度、基礎工 構造物について検測
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 実 施 内 容 検 査 抽 出 基 準
－２ 上部工 ( )仮組立て時 工種毎に適宜検測する。10 1

※主要検測方法(鋼橋） 桁およびトラスの桁長、支間
長、中心間隔、高さ、曲り、 ( )主構、主桁については任意の1

製作反り、鉛直度、平面およ 断面変化点１ヶ所以上
び断面対角線、ｳｴﾌﾞﾌﾗﾝｼﾞ等 ( )ｷｬﾝﾊﾞｰ、通り、中心間隔、2

の曲り、伸縮継手構造、 鉛直度については任意の箇所
溶接部 ( )横断方向の寸法につては対傾3

( )架設時 構の位置で検測2

仮組立時に準ずる基準高(ｷｬﾝ ( )ﾌﾗﾝｼﾞ寸法については任意の断4

ﾊﾞｰ)、中心ずれ、通り、 面変化点１ヶ所以上
鉛直度、トルク値 ( )各部材については主要部材ご5

とに１ヶ所以上
( )支承、伸縮継手、高欄につい6

ては主要寸法

－３ 上部工 桁高、桁長、桁巾(上下)、 －２に準ずる。10 10

(Ｐ・Ｃ橋 直線度、配筋、ｼｰｽ、配置、
ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ桁） 横方向のたわみ、そり、

主要ｺﾝｸﾘｰﾄの強度

－４ 上部工 基準高、配筋、巾、厚さ、 基準高は１径間当たり１ヶ所以10

(床版） 長さ、 上。その他の確認は両端(支点上)
および中央部１ヶ所以上

．鋼材塗装工 塗装膜厚測定 橋梁桁の断面について支間 ｍ11 30

未満は１断面、支間 ｍ以上２30

断面、支間 ｍ以上は３断面と50

し、その他鋼構造物については、
塗装面積により適宜検測する。

．路盤工 下層 基準高、巾、厚さ、延長、 施工延長 ｍ未満は３ヶ所以12 200

上層 横断勾配 上、 以上は ｍにつき１ヶ200 100

所以上
�につき１ヶ所厚さの検測は 500

以上、中央左右千鳥とする。

．表層工 基層 基準高、巾、厚さ、平坦性、 に準ずる。ただし平坦性につ13 12

(舗装) 表層 延長、横断勾配 いては施工管理資料による。

．トンネル工 基準高、巾、厚さ、高さ、 両坑口部のほか、施工延長 ｍ14 100

100 50延長 未満は２ヶ所、 ｍ以上は
ｍにつき１か所以上
巻厚については施工管理資料およ
びせん孔により確認する。
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 実 施 内 容 検 査 抽 出 基 準
．地すべり工15

－１ 集水井 位置、基準高、断面、長さ、 井筒１基ごとに適宜検測する。15

壁構造

－２ 集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ せん坑、位置、孔数、方向、 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔数の ％以上検測す15 20

長さ、保孔管 る。

．下水道工16

－１ 開削工 位置、基準高、延長、管径、 施工延長 ｍ未満は３ヶ所以16 200

(管渠、函渠) 巾、高さ、厚さ、配筋、 上、 ｍ以上は ｍにつき１200 100

中心線のズレ、浸入水の有無 ヶ所以上

－２ 推進工 位置、基準高、延長、管径、 ( ) －１に準ずる16 1 16

中心線のズレ、浸入水の有無 ( )各人孔ごとに検測する。2

－３ シールド工 ( )位置、基準高、延長、 －１に準ずる16 1 16

一次覆工 管径、中心線のズレ
、( )ｾｸﾞﾒﾝﾄのﾎﾞﾙﾄの締結状況2

継手の位置、継手面の防水処
理

二次覆工 位置、基準高、延長、管径、 ( ) －１に準ずる1 16

厚さ、中心線のズレ、浸入水 ( )巻厚については施工管理資料2

の有無 およびせん孔により適宜確認す
る。

－４ マンホール 位置、基準高、形状、寸法、 適宜検測する。16

(桝をふくむ) 組立、厚さ、配筋、

．植栽工17

－１ 樹木 樹種、樹姿、樹高、幹周、枝 施工管理資料によるほか、適宜検17

張り、数量 測する。

－２ 支柱 形状、寸法、設置状況 適宜検測する。17
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（３）品 質 検 査
工 種 別 検 査 項 目 検 査 対 象 検 査 内 容 検 査 方 法
１．共通 出来ばえ 適宜 仕上面、とおり、す 主に観察により検査す

り付けなどの程度お る。
よび全般的な外観は
良好か。

構造物等の機能 同上 構造物または付属設 主に操作のうえ検査す
備等の性能は設計図 る。
書、仕様書と対比し
て適切か。

材料 同上 品質および寸法は設 (ｲ)観察または品質証明
計図書と対比して適 により検査する。
切か。 (ﾛ)必要に応じて実測ま

たは試験する。

２．土工 (ｲ)土質または 適宜 (ｲ)土質、岩質は設計 (ｲ)主に施工管理資料お
岩質 図書と一致している よび観察により検査す

か。 る。
(ﾛ)支持力また (ﾛ)支持力または密度 (ﾛ)必要に応じて実測す
は密度 は設計図書、仕様書 る。

と対比して適切か。

３．路盤工 (ｲ)合成粒度、 適宜 (ｲ)路盤材料の合成粒 施工管理資料および観
材質 度は設計図書、仕様 察(ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ試験）

書と対比して適切か のほか、支持力または。
(ﾛ)支持力また (ﾛ)支持力または締固 密度試験を実施する(同
は密度 の密度は設計図書、 一路盤構成 ヶ所以2

仕様書と対比して適 上)。
切か。

４．セメント ｺﾝｸﾘｰﾄの強度 適宜 ｺﾝｸﾘｰﾄの強度は、設 (ｲ)施工管理資料および
コンクリート工 計図書、仕様書と対 観察(豆板、表面の砂、

比して適切か。 ｴｱｰ孔、亀裂)により検
査する。
(ﾛ)表面強度を試験する
(同一構造物 ｹ所以上)3

(ﾊ)抜取りｺｱｰを試験す
る。(同一構造物 本以3

上)。

ｺﾝｸﾘｰﾄ水密性 別紙注水試験基 ｺﾝｸﾘｰﾄが均一に施工 さく孔し、注水試験に
準による。 されているか。 より検査する。
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 対 象 検 査 内 容 検 査 方 法
５．ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰ (ｲ)ｱｽﾌｧﾙﾄ使用 適宜 ｱｽﾌｧﾙﾄ使用量、骨材 (ｲ)主に既に採取された
ﾄ工 量 密度、密度および打 ｺｱｰおよび検査時採取し

(ﾛ)骨材粒度 設温度は設計図書、 たｺｱｰを観察並びに施工
(ﾊ)密度 仕様書と対比して適 管理資料により検査す
(ﾆ)打設温度 切か。 る。

(ﾛ)必要に応じ試験する
(同一舗装３本以上)

６．基礎工 (ｲ)支持力 適宜 (ｲ)支持力は設計図 (ｲ)主に施工管理資料お
(ﾛ)上部構造部 書、仕様書と対比し よび観察により検査す
との関係 て適切か。 る。

(ﾛ)基礎の位置、上部 (ﾛ)必要に応じ試験す
との接合等は適切か る。。

７．法覆芝工 (ｲ)仕上状況 適宜 被覆土質 芝の規格 施工管理資料および観、 、
および植生工 (ﾛ)発芽状況 品質種子吹付の配合 察により検査する。
(吹付) 等は設計図書および

仕様書と対比して適
切か。
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（別紙）コンクリート注水試験基準
工 種 別 試 験 対 象 試 験 方 法
１．石積工、ｺﾝｸ 延長 ｍ未満のものは ヶ所以上 天端にさく孔し注水試験を行い、胴ｺﾝ、100 2

ﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工、 延長 ｍ以上は ｍにつき ヶ所以 裏ｺﾝのてん充程度 水密性を確認する さ100 50 1 、 （
ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁工等 上 く孔深は１ｍ以上、またはｺﾝｸﾘｰﾄ厚さの

％程度とする 。70 ）

２．その他のｺﾝｸ 適宜決定して行う。 天端にさく孔し注水試験を行い、ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾘｰﾄ構造物 のてん充程度、水密性を確認する（さく

70孔深は１ｍ以上 またはｺﾝｸﾘｰﾄ厚さの、
％程度とする 。）
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２．建築工事
工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 方 法 検査資料等
１．一般共通 １．一般事項 １．設計図書に基づく 図面と仕様書(特記仕様 設計図書
事項 工事全般 書を含む)を照合する。

２．現場の納り、取合
等
３．発生品の処理方法 発生材資料

２．材料 １．材料の品質は適正 １．規格品については 規格証明書
か 規格証明書による。 品質証明書
２．材料は設計図書に ２．規格品によらない 検査・試験成績
定められた条件に適合 ものについては品質証 書
するか。 明書または材料検査、

試験成績書による。

３．施工 １．施工管理は適正か 施工の検査(抽出検査 実施工程表
２．施行の一工程は設 等)記録によるほか、検 施工計画書
計図書に定められた条 測等により確認する。 供試体の試験報
件に適合するか。 告書等

工事写真

４．記録 １．記録等の整備 １．記録等により工事 工事写真
２．完成図等の整備 の全般的な経過を確認 見本品

する。 試験成績書等完
２．完成図等を照合す 成図書
る。

５．資格者証 資格者証の確認 資格証明書

６．一般共通事 １．工事の完成後では 中間検査により適正な 検査依頼書
項付記 検査が著しく困難であ 施工を確認する。

るものについて
２．工事の完成後では
手直しが著しく困難で
あるものについて

２．仮設工事 仮設物その他 仮設物の新設および撤 １．新設は、中間検査 仮設計画図
去、その他 または工事写真により 工事写真

確認する。
２．完成検査時撤去跡
および付近の清掃、地
均し等の状況を確認す
る。



- 10 -

工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 方 法 検査資料等
３．土工事 根切り、埋戻し １．工法、深さ、幅等 １．中間検査、または 工事写真

および盛土、残 ２ 土質 締固め工法 工事写真により確認す 処理状況資料． 、 、
土 余盛 る。

３ 残土処理は適切か ２．締固め等の確認を． 。
する。
３．処理状況資料また
は現地を確認する。

４．地業工事 １．既成ｺﾝｸﾘｰﾄ １．杭の種別、許容強 １．杭打ち計画書およ 杭打ち工事計画
杭地業、 度および支持力 び報告書により確認す 書
鋼杭地業、 ２．杭打ち工法、継手 る。 杭打ち工事報告
場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ および杭頭の処理 ２．杭打ち試験報告書 書
地業、 ３．使用材料の規格 により確認する。 規格証明書
ピア地業 ４ 施工精度(打込深さ 品質証明書． 、

芯ずれ等) 品質試験証明書
５．芯ずれに対する措 杭打ち試験報告
置 書

２．杭打ち試験 ６．試験杭の位置 工事写真
７．設計支持力 地盤調査報告書
８．打込状況
９．支持力の算定

５．鉄筋工事 １．材料 異径、丸鋼等の種別、 規格証明書による。 規格証明書
品質、径等は適正か。

２．加工および 加工および組立て状況 設計図書に基づき検測 工事写真
組立て は適切か。 するほか工事写真によ

(要請により中間検査を り確認する。
する。)

３．ガス圧接 圧接部の強度および施 抜取り試験成績書によ 引張試験成績書
工状況は適切か。 るほか、外観の検査を 工事写真

する。



- 11 -

工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 方 法 検査資料等
６．ｺﾝｸﾘｰﾄ工 １．ｺﾝｸﾘｰﾄの材 １．ｾﾒﾝﾄの種類 １．設計基準強度を確
事 料 ２．骨材の種類および 認する。

品質 ２．ﾚﾃﾞｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの
３．混和材料(混和剤、 類別を確認する。
混和材)

２．調合 計画調合は適切か。 計画調合表(計算書を含 計画調合表
む)により確認する。

３．品質管理 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度の確認 品質管理資料によるほ 品質管理試験成
か、打設および養生状 績書
況を確認する。 工事写真

保温管理の記録
(寒中ｺﾝｸﾘｰﾄ)

４．型わく １．組立て精度の確認 １．建入れ、通り等は
２．支柱の盛替え、取 適切か。
外し等は適切か。 ２．必要あると認めた

とき、せき板、支柱の
。存置期間の確認をする

７．鉄骨工事 １．材料 材質、品質、形状およ 規格証明書等による。 規格証明書
び寸法は適正か。 試験成績書

品質証明書
製品および現寸
検査記録

２．高力ﾎﾞﾙﾄ接 １．組立および締付け １．本締め完了後の締 締付け検査記録
合、溶接接合 の状況は適切か。 付け検査記録によるほ (ﾄﾙｸ係数値)

２．溶接状況の確認 か 外観の検査をする 品質証明書、 。
２．溶接完了後の検査 検査成績書
成績書による。 ( )UT:超音波深傷試験

工事写真

３．塗装 １．さび止め塗装およ １．さび止め塗装の種 規格証明書
び塗装の状況 別により外観の検査を 検査成績書

する。 ﾎﾞﾙﾄ検査写真
耐火被覆 ２．耐火被覆材の種別 ２．種別および所要性 建入検査記録

および所要性能は適切 能を外観により検査す 工事写真
か。 る。

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ３．ﾎﾞﾙﾄの保持および ３．耐火構造の表示方
埋込みは適切か。 法による指定ﾏｰｸを確認

する。
４．ﾅｯﾄおよび座金によ
る締付け状況を確認す
る。
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 方 法 検査資料等
建方 ４．建方、建入は適切 ５．建入検査記録によ

か。 るほか、主要部分を検
測する。

(要請により中間検査を
する。)

８．ﾌﾞﾛｯｸおよ 補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯ １ 材質 品質 形状 １．規格証明書または 規格証明書． 、 、 、
び ﾊﾟﾈﾙ工 ｸ積み、れんが 寸法および施工状況は 品質証明書、材料試験 品質証明書ALC

事 および抗火石積 適切か。 成績書による。 試験成績書
み、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸ ２．出来ばえ ２．施工状況を工事写 工事写真
ﾘｰﾄ、 ﾊﾟﾈﾙ 真などで確認する。ALC

． 。３ 外観の検査をする

９．防水工事 １ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 １．防水層の種別によ １ 施工計画書による 施工計画書． 、 ． 。
合成高分子ﾙｰﾌｲ り材料および工法の確 ２．施工状況を工事写 規格証明書
ﾝｸﾞ防水、 認 真などで確認する。 品質証明書
塗膜防水 ２ 施工状況は適切か ３ 外観の検査をする 製造所の仕様書． 。 ． 。

３．出来ばえ。 および見本品
工事写真

２．シーリング １．材料の種別の確認 施工状況を確認する。 規格証明書
２．工法は適切か。 (製造年月日)

．石工事 石材およびﾃﾗｿﾞ １ 材質 品質 形状 １．材料は見本品によ 見本品10 ． 、 、 、
ｰﾌﾞﾛｯｸの類 寸法 り確認する。 工事写真

２．仕上げの種類 ２．施工状況を工事写
３．工法は適切か。 真などで確認する。

． 。４．出来ばえ ３ 外観の検査をする

．ﾀｲﾙ工事 ﾀｲﾙ張り、 １．材料および工法は １．接着力試験記録に 接着力試験記録11

ﾀｲﾙ型枠先付け 適切か。 よるほか外観の検査を 工事写真
２．ﾀｲﾙ型枠先付けの種 する。 規格証明書
類 ２．伸縮目地の寸法お (製造年月日)
３．接着力 よび施工状況を確認す
４．出来ばえ る。
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 方 法 検査資料等
．木工事 木材 １．木材の含水率 １．木材の含水率試験 含水率試験記録12

２．木材の材質および による。 工事写真
樹種 ２．規格品についてはﾏ 規格証明書
３ 主要な木材の断面 ｰｸの確認をする。． 、
寸法 ３．規格品によらない

工法 ４．表面仕上げ ものについては監督員
５．継手および仕口 の承諾を受けたものに
６．金物類 よる。
７．防腐処理 ４．断面寸法を検測す
８．設計条件に適合す る。
るか。 ５．表面仕上げの状況
９．出来ばえ を検査する。

６．継手および仕口の
(建方が完了したとき要 施工状況を検査する。
請により中間検査をす ７．金物類による締付
る。) け状況を確認する。

８．防腐処理状況およ
び材料を確認する。
９．外観検査をする。

．屋根およ 長尺亜鉛鉄板ぶ 材料、品質、形状、寸 １．規格品についてはﾏ 規格証明書13

びとい工事 き、折板ぶき、 法および工法の確認 ｰｸまたは規格証明書に 品質証明書
波形石面ｽﾚｰﾄぶ より確認する。 製造所の仕様書
き、とい ２．工法などの確認は 工事写真

。設計書により確認する

．金属工事 金属製品の製作 １．金属製品の材質、 １．製品の種別、検測 規格証明書14

および取付 寸法、表面処理等は適 および外観の検査をす 製品の表面処理
切か。 る。 試験成績書
２．取付施工状況は適 ２．取付施工状況を工 工事写真

。切か。 事写真などで確認する

．左官工事 下地処理および １．下地処理状況 １．下地処理状況は工 規格証明書15

材料 ２．材料の調合および 事写真等で確認する。 品質証明書
種別ごとの仕上 塗り厚さは適切か。 ２．種別ごと施工箇所 見本品
げ ３．仕上げの種別ごと 別に外観検査をする。 製造所の仕様書

の仕上がり状況 ３．配合および塗り厚 工事写真
４．吹付けﾛｯｸｳｰﾙ配合 は仕様書、見本品等に 施工時の気象記
および密度は適切か。 よるほか、施工箇所別 録(寒中のみ)

に外観の検査をする。
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 方 法 検査資料等
．建具工事 建具の取付およ １．材質、品質、形状 １．材質、品質、形状 規格証明書16

び性能、機能 ２．建具の取付状況 の確認をする。 製作所による社
３．建具の性能、機能 ２．現場組立および取 内検査成績書
４．建具用金物の機能 付状況を工事写真等で 工事写真
およびｶﾞﾗｽの区分は設 確認する。 製作所の仕様書
計条件に適合するか。 ３．取付調整後の開閉

機能および締まりを確
認する。
４．建具金物の機能を
確認する。
５．ｶﾞﾗｽの区分は設計
図書と照合する。

．塗装工事 素地ごしらえお １．素地ごしらえ状況 １．工事写真で確認す 工事写真17

よび塗装種別ご ２．塗料種別ごとの塗 る。 規格証明書(規格
との仕上げ り工法(工程、種別、塗 ２．種別ごとの施工箇 番号、規格名称)

料の規格および塗付回 所別に塗付回数および 製造所の製品証
数)は適切か。 外観の検査をする(見本 明書
３．出来ばえ 塗板のある場合にはこ 見本塗板

れによる)。 塗装時の気象記
録(寒中のみ)

．内・外装 材料の種別、 １．材質、品質、寸法 １．規格品については 規格証明書18

工事 施工箇所別の仕 等は適切か。 規格証明書による。 品質証明書
上げ ２．施工状況および仕 ２．施工状況を工事写 製造所の製品証

上り状況(下地の工法) 真等で確認し、仕上り 明書
は適切か。 状況は外観検査をする 見本品。

３．防火材料および防 工事写真
炎性能を有するものに
ついては認定表示を確
認する。

．雑工事 材料別 工種別 １ 材質 品質 形状 １．規格品については 規格証明書19 、 、 ． 、 、 、
取付工法および 寸法等設計図書に適合 規格証明書による。 品質証明書
仕上り するか。 ２．施工(加工)取付状 製造所の製品証

２．工種別工法を確認 況を設計図書と照合確 明書
し、施工は適切か。 認する。 見本品

３．ｶｰﾃﾝ等は防炎性能 工事写真
。の認定表示を確認する
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３．設備工事
工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 抽 出 基 準
１．一般共通 １．設計図書の １．設計図書と使用資材機器との照合確 使用資材ﾒｰｶｰﾘｽﾄ、資材
事項 確認 認 検収写真、承認図、作

２．設計図書に示す機械器具、資材の形 図、銘板等、工事写真
式、性能、寸法、数量などの確認

２．試験事項の 施工中における水圧試験、気密試験、絶 試験成績表
確認 縁試験、接地抵抗試験、その他関係法令 検査写真

等による試験の確認

３．関係監督官 官公署等への届出、検査完了の確認 届出書、許可書、検査
公署等への各種 済書、試験成績書、検
届出など 査写真

４．施工状況 施工状況の確認、出来形、出来ばえ 施工管理資料、工事写
真、目視

５．資格者証の 関係監督官庁の資格者証の有無 資格者証の写し
確認

６．発生材等の 処理状況資料および必要に応じ処理場所 処理状況資料、状況写
処理方法 の確認 真

、 、７．試運転、総 各種機器、装置等の機能、運転状況、安 試験成績書 工事写真
合試験の確認 全装置等の確認 運転状況、目視で確認

８．中間検査 中間検査実施基準による。 施工管理資料、工事写
真、目視

２．仮設工事 仮設物撤去、工事跡地付近の清掃、地な 工事写真、目視
らしの確認

３．電気設備 １．配管、配線 １．配管とﾎﾞｯｸｽの接続およびわん曲部の 任意の箇所を抽出
工事 施工状況 施工管理資料

２．管の切断箇所の面取り状況 工事写真
３．二重天井内およびｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込み部 目視
の施工状況
４．ﾎﾞｯｸｽおよび配管位置の適否
５．配管、ﾎﾞｯｸｽ内部の清掃および防錆処
理の状況
６．配管、配線ｻｲｽﾞの確認
７．配線の行先表示の確認
８．露出部分の配管、ﾎﾞｯｸｽ、支持金物等
は仕上げ塗装をしているか。
９．配管の支持金物の間隔および取付状
況は適切か。
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 抽 出 基 準
２．器具取付け １．配線器具とﾎﾞｯｸｽとの取付状況 任意の箇所を抽出

２．器具等の取付位置の高さは適切か。 施工管理資料
３．照明器具、弱電関係器具とﾎﾞｯｸｽとの 工事写真
取付状況 目視
４．配分電盤、制御盤の配線、接続およ
び取付状況
５．各機器と配線の接続および取付状況

３．屋外工事 １．電柱、装柱材、架線の施工状況 任意の箇所を抽出
２．ｹｰﾌﾞﾙの埋設位置、深さおよび接続状 施工管理資料
況ならびに埋設標柱の確認 工事写真
３．各種接地工事の状況および接地標の 目視
確認
４．避雷針、ｱﾝﾃﾅ等の取付状況

４．変電設備 １．機器類の取付状況 施工管理資料
２．保護施設の有無の確認 工事写真、目視

５．各種試験 １．絶縁抵抗測定試験 任意の箇所を抽出
２．接地抵抗測定試験 試験成績表
３．通電試験 工事写真
４．火災報知器回路試験 運転、目視
５．動力関係運転および制御試験(鳴動)

４．機械設備 １．配管 １．配管と継ぎ手の接続状況 任意の箇所を抽出
工事 ２．配管の防錆、防食処理状況 施工管理資料

３．配管と各種弁類との取付状況 工事写真
４．配管の支持金物の間隔および取付状 目視
況
５．地中埋設配管の深さおよび施工状況
６．配管の防露、保温､ﾗｯｷﾝｸﾞの施工状況
７．躯体の貫通部分の穴明け跡の補修状
況
８．配管の勾配および施工状況
９．排水管の曲部および掃除口の位置等
の施工状況

２．器具取付 １．取付高さ、間隔および施工状況 任意の箇所を抽出
２．各機具の損傷、欠陥の有無 施工管理資料
３．配管と器具接続部の施工、支持の状 工事写真
況 目視
４．消火栓ﾎﾞｯｸｽ、火災報知器の取付位置
および施工状況
５．放熱器の取付位置および施工状況
６．ガス器具類の換気装置の取付状況
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工 種 別 検 査 項 目 検 査 内 容 検 査 抽 出 基 準
３．機器据付け １．各機器の据付位置および施工状況 試験成績書、施工管理

２．各機器と配管等との取合状況 資料、工事写真、目視

４．受水槽 １．据付位置および施工状況 施工管理資料、工事写
２．形状、容量、内部の清掃状況 真、目視
３．付属機器の機能状況

５．浄化槽 １．据付位置および施工状況 施工管理資料、工事写
２．形状、容量、内部の清掃状況 真、目視
３．付属機器の機能状況

６．タンク類 １．据付位置および施工状況 施工管理資料、工事写
２．形状、容量 真、目視

７．ダクト １．取付状況 施工管理資料
２．機器と接続部の施工状況 工事写真
３．保温の施工状況 目視
４．防火区画貫通箇所の施工状況

８．外部排水 １．排水管路の勾配および桝の施工状況 施工管理資料
２．溜桝の位置および｢ ｣との関係、 工事写真GL

泥溜り深さ 目視
３．管路の流末の状況

９．各種試験 １．配管の圧力、通水試験 施工管理資料
２．受水槽、汚水槽、高架水槽、浄化槽 試験成績表
の満水試験 運転報告書
３．給水管の洗浄試験 検査報告書
４．各機器の運転および性能試験 運転状況、目視
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